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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 11月 9日 (2006.11.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 可 撓 性 フ イ ル ム を 有 機 物 層 を 介 し て 補 強 板 に 貼 り 合 わ せ 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム の 補 強 板 貼
り 合 わ せ 面 と は 反 対 の 面 に 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン を 形 成 し た 後 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム
を ２ つ 以 上 に 分 割 し 、 次 い で 、 可 撓 性 フ イ ル ム の 分 割 線 に 合 わ せ て 補 強 板 を 分 割 す る こ と
を 特 徴 と す る 回 路 基 板 用 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 可 撓 性 フ イ ル ム を ０ ． ２ ｍ ｍ 以 上 ２ ０ ｍ ｍ 以 下 の 間 隙 を 設 け 分 割 し た 後 、 該 間 隙 位 置 で
補 強 板 を 分 割 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 回 路 基 板 用 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 可 撓 性 フ イ ル ム 上 に 金 属 膜 が 形 成 さ れ て い な い 部 分 で 可 撓 性 フ イ ル ム を 分 割 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の 回 路 基 板 用 部 材 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 可 撓 性 フ イ ル ム を 有 機 物 層 を 介 し て 補 強 板 に 貼 り 合 わ せ 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム の 補 強 板 貼
り 合 わ せ 面 と は 反 対 の 面 に 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン を 形 成 し た 後 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム
を ２ つ 以 上 に 分 割 し 、 次 い で 、 可 撓 性 フ イ ル ム の 分 割 線 に 合 わ せ て 補 強 板 を 分 割 し た 後 、
可 撓 性 フ イ ル ム 上 の 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン に 電 子 部 品 を 接 続 し 、 さ ら に 、 該 可 撓 性
フ イ ル ム を 補 強 板 か ら 剥 離 す る こ と を 特 徴 と す る 回 路 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 可 撓 性 フ イ ル ム を 有 機 物 層 を 介 し て 補 強 板 に 貼 り 合 わ せ 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム の 補 強 板 貼
り 合 わ せ 面 と は 反 対 の 面 に 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン を 形 成 し た 後 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム
を ２ つ 以 上 に 分 割 し 、 次 い で 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム 上 の 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン に 電 子
部 品 を 接 続 し た 後 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム の 分 割 線 に 合 わ せ て 補 強 板 を 分 割 し 、 さ ら に 、 該 可
撓 性 フ イ ル ム を 補 強 板 か ら 剥 離 す る こ と を 特 徴 と す る 回 路 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 可 撓 性 フ イ ル ム 上 の 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン に 電 子 部 品 を 接 続 す る 前 に 、 可 撓 性 フ
イ ル ム を 補 強 板 か ら 剥 離 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ま た は 記 載 の 回 路 基 板 の 製 造 方
法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書

１

１

４ ５



【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 回 路 基 板 用 部 材 お よ び 回 路 基 板 の 製 造 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 高 精 度 な 回 路 パ タ ー ン を 有 す る と と も に 生 産 性 に 優 れ 路 基 板 用 部 材 お よ
び 回 路 基 板 の 製 造 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 の 目 的 は 、 可 撓 性 フ イ ル ム を 有 機 物 層 を 介 し て 補 強 板 に 貼 り 合 わ せ 、 寸 法
精 度 を 維 持 す る こ と で 、 寸 法 安 定 性 に 優 れ 高 精 度 な 回 路 パ タ ー ン を 形 成 し た 回 路 基 板 用 部
材 を 、 可 撓 性 フ イ ル ム の 端 部 を 剥 離 さ せ る こ と な く 分 割 す る こ と を 可 能 に し た 回 路 基 板 用
部 材 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 本 発 明 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 構 成 か ら な る 。
（ ） 可 撓 性 フ イ ル ム を 有 機 物 層 を 介 し て 補 強 板 に 貼 り 合 わ せ 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム の 補 強
板 貼 り 合 わ せ 面 と は 反 対 の 面 に 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン を 形 成 し た 後 、 該 可 撓 性 フ イ
ル ム を ２ つ 以 上 に 分 割 し 、 次 い で 、 可 撓 性 フ イ ル ム の 分 割 線 に 合 わ せ て 補 強 板 を 分 割 す る
こ と を 特 徴 と す る 回 路 基 板 用 部 材 の 製 造 方 法 。
（ ） 可 撓 性 フ イ ル ム を ０ ． ２ ｍ ｍ 以 上 ２ ０ ｍ ｍ 以 下 の 間 隙 を 設 け て 分 割 し た 後 、 該 間 隙
位 置 で 補 強 板 を 分 割 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ ） 記 載 の 回 路 基 板 用 部 材 の 製 造 方 法 。
（ ） 可 撓 性 フ イ ル ム 上 に 金 属 膜 が 形 成 さ れ て い な い 部 分 で 可 撓 性 フ イ ル ム を 分 割 す る こ
と を 特 徴 と す る 前 記 （ ） 記 載 の 回 路 基 板 用 部 材 の 製 造 方 法 。
（ ） 可 撓 性 フ イ ル ム を 有 機 物 層 を 介 し て 補 強 板 に 貼 り 合 わ せ 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム の 補 強
板 貼 り 合 わ せ 面 と は 反 対 の 面 に 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン を 形 成 し た 後 、 該 可 撓 性 フ イ
ル ム を ２ つ 以 上 に 分 割 し 、 次 い で 、 可 撓 性 フ イ ル ム の 分 割 線 に 合 わ せ て 補 強 板 を 分 割 し た
後 、 可 撓 性 フ イ ル ム 上 の 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン に 電 子 部 品 を 接 続 し 、 さ ら に 、 該 可
撓 性 フ イ ル ム を 補 強 板 か ら 剥 離 す る こ と を 特 徴 と す る 回 路 基 板 の 製 造 方 法 。
（ ） 可 撓 性 フ イ ル ム を 有 機 物 層 を 介 し て 補 強 板 に 貼 り 合 わ せ 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム の 補 強
板 貼 り 合 わ せ 面 と は 反 対 の 面 に 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン を 形 成 し た 後 、 該 可 撓 性 フ イ
ル ム を ２ つ 以 上 に 分 割 し 、 次 い で 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム 上 の 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン に
電 子 部 品 を 接 続 し た 後 、 該 可 撓 性 フ イ ル ム の 分 割 線 に 合 わ せ て 補 強 板 を 分 割 し 、 さ ら に 、
該 可 撓 性 フ イ ル ム を 補 強 板 か ら 剥 離 す る こ と を 特 徴 と す る 回 路 基 板 の 製 造 方 法 。
（ ） 可 撓 性 フ イ ル ム 上 の 金 属 膜 か ら な る 回 路 パ タ ー ン に 電 子 部 品 を 接 続 す る 前 に 、 可 撓
性 フ イ ル ム を 補 強 板 か ら 剥 離 す る こ と を 特 徴 と す る 前 記 （ ） ま た は （ ） 記 載 の 回 路 基
板 の 製 造 方 法 。
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【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 回 路 基 板 用 部 材 は 、 基 本 的 に は 、 可 撓 性 フ イ ル ム を 有 機 物 層 を 介 し
て 補 強 板 に 貼 り 合 わ せ て 構 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 可 撓 性 フ イ ル ム の 分 割 方 法 と し て 撓 性 フ イ ル ム を 補 強 板 に 貼 り 合 わ せ た 後 で 分 割
す る 方 法 が 挙 げ ら れ る 。 特 に 、 可 撓 性 フ イ ル ム を 貼 り 合 わ せ た 後 で 分 割 す る 方 法 と し て 、
貼 り 合 わ さ れ た 可 撓 性 フ イ ル ム の 一 部 を 分 割 し 除 去 す る 方 法 が 好 ま し い 。 分 割 さ れ た 可 撓
性 フ イ ル ム の 間 隙 が 狭 す ぎ る と 、 該 間 隙 内 で 補 強 板 を 分 割 す る こ と が 困 難 と な る 。 ま た 、
分 割 断 面 か ら の パ ー テ ィ ク ル 発 生 防 止 の た め の 面 取 り 等 の 処 理 時 に 可 撓 性 フ イ ル ム 端 部 に
力 が 加 わ っ て 剥 離 す る 恐 れ が あ る 。 さ ら に 、 微 粘 着 性 粘 着 剤 を 介 し て 可 撓 性 フ イ ル ム を 補
強 板 に 貼 り 合 わ せ て い る た め 、 可 撓 性 フ イ ル ム の 分 割 部 分 が 一 部 剥 離 す る と 、 剥 離 し た 部
分 を 起 点 と し て 大 き な 剥 離 に な る 恐 れ が あ る 。 一 方 、 分 割 さ れ た 可 撓 性 フ イ ル ム の 間 隙 が
広 す ぎ る と 生 産 性 が 低 下 す る た め 、 分 割 さ れ た 可 撓 性 フ イ ル ム の 間 隙 を ０ ． ２ ｍ ｍ 以 上 ２
０ ｍ ｍ 以 下 と す る こ と が 好 ま し く 、 さ ら に は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 上 １ ０ ｍ ｍ 以 下 と す る こ と が
好 ま し い 。 分 割 後 の 回 路 基 板 用 部 材 上 に 貼 り 合 わ さ れ て い る 可 撓 性 フ イ ル ム は １ 枚
で 合 っ て も 複 数 枚 で あ っ て も ど ち ら で も よ い 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 可 撓 性 フ イ ル ム を 分 割 す る 方 法 と し て 割 さ れ て い な い 可 撓 性 フ イ ル ム を 補 強 板 と
貼 り 合 わ せ た 後 、 回 路 基 板 用 部 材 全 体 を 分 割 す る の に 先 だ っ て 、 可 撓 性 フ イ ル ム の 分 割 を
行 う 方 法 と が 挙 げ ら れ 体 例 と し て は 、 可 撓 性 フ イ ル ム を カ ッ タ ー な ど の 刃 物 や レ ー
ザ ー な ど を 用 い て 分 割 す る 方 法 な ど が 挙 げ ら れ る 。 こ の と き 、 可 撓 性 フ イ ル ム の 全 厚 さ 分
を カ ッ ト す る と 同 時 に 、 更 に 補 強 板 に 補 強 板 を 分 割 す る た め の 傷 や 歪 み を 与 え る こ と が で
き 、 工 程 数 を 減 ら す こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 回 路 基 板 用 部 材 を 用 い た 回 路 基 板 の 製 造 方 法 の 一 例 を 以 下 に
説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 発 明 回 路 基 板 用 部 、 例 え ば 、 電 子 機 器 の 配 線 板 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ 用
イ ン タ ー ポ ー ザ ー ウ ェ ハ レ ベ ル バ ー ン イ ン ソ ケ ッ ト 用 配 線 板 な ど に 好 適 に 使 用 さ れ
る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 実 施 例 ２
　 実 施 例 １ と 同 様 に し て 回 路 基 板 用 部 材 を 得 た 。 次 に 、 得 ら れ た 回 路 基 板 用 部 材 を 、 １ 列
分 に 相 当 す る ６ ユ ニ ッ ト ず つ の 短 冊 状 部 材 に 切 り 出 し た 。 ま ず 、 ポ リ イ ミ ド フ イ ル ム を 片
刃 剃 刀 で 分 割 し 、 次 い で 、 ポ リ イ ミ ド フ イ ル ム 分 割 面 と は 反 対 の 面 の ア ル ミ ノ ホ ウ ケ イ 酸
塩 ガ ラ ス 板 に ダ イ ヤ モ ン ド カ ッ タ ー で ス ク ラ イ ブ ラ イ ン を つ け た 後 、 ス ク ラ イ ブ ラ イ ン を
挟 ん だ 領 域 に 力 を 加 え て 、 ア ル ミ ノ ホ ウ ケ イ 酸 塩 ガ ラ ス 板 を 分 割 し た 。 こ の と き 、 ポ リ イ
ミ ド フ イ ル ム に は 、 隣 り 合 う ２ つ の ユ ニ ッ ト 列 の 間 の 境 界 線 か ら 両 ユ ニ ッ ト 列 へ １ ｍ ｍ 平
行 移 動 し た 位 置 に 、 ２ 本 の 分 割 線 を 設 け て 分 割 線 の 間 の ポ リ イ ミ ド フ イ ル ム を 剥 離 し た 。
次 い で 、 こ の ２ 本 の 分 割 線 の ２ ｍ ｍ 幅 の 間 隙 位 置 で 、 ア ル ミ ノ ホ ウ ケ イ 酸 塩 ガ ラ ス 板 を 分
割 し た 。 こ の よ う に し て 、 １ つ の 基 板 上 に あ る ３ ６ ユ ニ ッ ト の 回 路 パ タ ー ン を 、 ６ ユ ニ ッ
ト ず つ 、 ４ ０ ｍ ｍ 幅 × ３ ０ ０ ｍ ｍ 長 の 短 冊 状 部 材 に 切 り 出 し た と こ ろ 、 ６ 個 の 短 冊 状 部 材
の 端 部 に は 全 く 剥 離 は 見 ら れ 、 良 好 に 短 冊 状 部 材 に 切 り 出 す こ と が で き た 。 続 い て 、 Ｉ
Ｃ ボ ン ダ ー 装 置 を 用 い 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ の 搭 載 、 接 合 を 行 っ た 。 回 路 パ タ ー ン の Ｉ Ｌ 部 分 に 、
５ ０ μ ｍ ピ ッ チ で ４ ０ ０ 個 の 金 め っ き バ ン プ を 一 列 と し て １ ． ５ ｍ ｍ の 間 隙 で ２ 列 並 行 に
設 け た モ デ ル Ｉ Ｃ チ ッ プ を 、 フ リ ッ プ チ ッ プ ボ ン ダ ー に て Ｉ Ｃ チ ッ プ 側 か ら ３ ０ ０ ℃ に 加
熱 し つ つ 、 ポ リ イ ミ ド フ イ ル ム 上 の 接 続 パ ッ ド と 金 属 接 合 し た 。 Ｉ Ｃ ボ ン ダ ー 装 置 で の 搬
送 不 良 や Ｉ Ｃ 接 合 不 良 は 発 生 せ ず 、 良 好 で あ っ た 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 可 撓 性 フ イ ル ム 基 板 を 用 い た 回 路 基 板 用 部 材 は 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス
製 品 の 軽 量 化 と 小 型 化 に 伴 い 、 プ リ ン ト 回 路 基 板 の パ タ ー ニ ン グ の 高 精 度 化 に 対 応 す る こ
と が で き 、 例 え ば 、 電 子 機 器 の 配 線 板 、 Ｉ Ｃ パ ッ ケ ー ジ 用 イ ン タ ー ポ ー ザ ー お よ び ウ ェ ハ
レ ベ ル バ ー ン イ ン ソ ケ ッ ト 用 配 線 板 な ど に 好 適 に 使 用 さ れ る 。

(4) JP 2005-150281 A5 2006.12.28

で 製 造 さ れ た 材 は
お よ び

ず

で 製 造 さ れ た
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